
１号機タービン建屋滞留水処理　スケジュール（案）

主要工程

床ドレンサンプ
等への滞留水
移送設備設置

干渉物撤去

滞留水移送設
備設置工事
（調達関連）

復水器ホット
ウェル内
残水移送

コントロール
ケーブルダクト
流入抑制

H/B室内水位

H/B室
滞留水移送

D/G室内水位

D/G室
滞留水移送

復水ポンプ室

ダスト対策

所内ボイラ（H/B）室

ディーゼル発電機
（D/G）室

建屋滞留水水位

復水器エリア

滞留水移送設備仕様検討

滞留水移送設備資機材調達（ポンプ、配管、弁、制御盤など）

干渉物撤去/移設

現場調査

線量分布・ホットスポット調査【O.P.4900】

滞留水スラッジ採取分析

堆積物採取 床面・壁面線量調査【O.P.4900】

現場調査

油回収装置製作

油回収
準備作業

除染、遮蔽方法検討【O.P.4900】

線量低減【O.P.4900】(※１）

室内ダスト測定

現場調査

油回収装置製作

油回収

準備作業
室内ダスト測定

ダスト評価

１号原子炉建屋水位

１号タービン建屋水位（復水器エリア）（注記２）

山側地下水位

海側地下水位

O.P.6000

O.P.5000

O.P.4000

O.P.3000

O.P.2000

O.P.1000

▼サブドレン（注記１）
▼地下水ドレン（注記１）

▼海側遮水壁閉合

▼凍結開始 ▼遮水性発現

水抜き方法検討

現場調査

残水移送（※2、※3）

残水移送（現場調査・準備作業）

残水移送（ヒータドレンポンプ底部など）

コントロールケーブルダクトからの流入抑制

雨水・地下水流入抑制

（コントロールケーブルダクト以外）

注記２：復水ポンプ室の滞留水水位は復水器エリアと連動すると想定

O.P.約2900
O.P.約2490

O.P.約3600

O.P.約2090

室内ダスト測定

残水移送方法検討

資機材調達

残水移送方法検討
資機材調達

納期確認中。機器製作に時間を要する場合、

仮設設備による移送を検討

復水器内滞留水分析

滞留水・スラッジ分析/環境測定/ダスト模擬試験【O.P.1900】

仕様検討
資機材調達

ダスト飛散抑制対策

滞留水・スラッジ分析/環境測定/ダスト模擬試験
の結果を踏まえ実施要否を判断

滞留水移送【O.P.1900まで】開始
後の現場調査の結果を踏まえ、

残水移送計画を立案

現場調査結果を踏まえ、

干渉物撤去範囲を決定

    資料1-2

復水器内滞留水希釈

復水器内滞留水移送（※３）

移送設備現場据付(※2）

O.P.1900に移送設備を設置する場合は線量低
減を行う必要があり、工程調整が必要

ダスト評価結果を踏まえ、復水器エリア

のダスト対策の仕様検討に反映

ダスト飛散抑制対策（必要に応じダストの回収を含む）

ダスト飛散抑制対策（必要に応じダストの回収を含む）

〇本スケジュールは、現状において詳細工程確認中の箇所があることから、今後、詳細工程を逐次反映することとする。

移送設備現場設置（※２、※３）

移送設備現場設置（※２、※３）

復水器ホットウェル内の水抜き方法

について、現在検討中。検討状況を

踏まえ工程に反映

サブドレンが稼働し、コントロールｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄが露出した後に他工事と

作業エリア・実施時期を調整し作業を行う。

線量低減【O.P.1900】（※１）
床ドレンサンプ内移送設備設置（※１）

雨水・地下水流入状況調査

雨水・地下水の流入状況調査の結果、

有意な流入が確認されなければ地下水

水位低下操作を開始

注記１：関係者と調整の上，実施

１年目

２年目

線量寄与評価【O.P.4900】

現場調査・準備作業

ダスト評価

※１：例として資料1参考2
（除染装置例）の記載を参照のこと。

※２：例として資料1参考2
（真空ポンプ）の記載を参照のこと。

※３：例として資料1参考2
（吸水剤）の記載を参照のこと。

O.P.1900（建屋地下１階最下面）

O.P.4900（建屋地下１階面）

▼凍結開始 ▼遮水性発現

陸側遮水壁山側

陸側遮水壁海側

TMCA3296
ノート注釈
TMCA3296 : Marked




